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研究成果の概要（和文）：北レバント、アナトリア高原の、PPNA期ハッサンケイフ遺跡出土の人骨より、形質人
類学的情報を得た。124個体のうち、約半数が成人、性別はやや男性が多い。成人より、青年～思春期段階の個
体は骨の保存が良好で、これらはより丁寧に埋葬された可能性がある。平均寿命は30歳弱でレバント地方の新石
器時代人と変わらない。歯牙の特徴は、咬耗が強く、齲歯がほぼない。斜め咬耗が多く、歯を道具として使用し
たらしい。前歯部には歯石が沈着し、イネ科と思われるデンプン粒が検出された。人骨の安定同位体分析では、
食性として、陸上性動植物を主体としながら、淡水性資源（淡水魚など）を合わせて摂取していたことが分かっ
た。

研究成果の概要（英文）：Osteo-biological data was obtained from human bones excavated from the 
Hasankeyf Hoyuk of the PPNA period in the Anatolian Plateau, north Levant. Of the 124 individuals, 
about half are adults and the sex is mostly male. Adolescent-juvenile individuals have better bone 
preservation than adults, indicating that they might have been more carefully buried. Life 
expectancy is less than 30 years old, which is about the same as that of Neolithic people in the 
south Levant. The tooth is characterized by strong wear and almost no caries. There is a lot of 
oblique wear, seeming that they used their own teeth as a tool. Calculus was deposited on the 
anterior teeth, and starch granules, which are considered to be Gramineae, were detected. Stable 
isotope analysis of human bone revealed that the diet mainly consisted of terrestrial flora and 
fauna, but also freshwater resources (freshwater fish, etc.) were additionally consumed.

研究分野： 古人類学

キーワード： 新石器時代　人骨　生物考古学　定住化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
レバント地域におけるいわゆる「新石器革命」が、定住化から農耕・牧畜へと移行したことが示されて久しい。
南レバントでは、考古学的情報と人骨より得られる生物学的情報が蓄積しつつあるものの、北レバントでは初期
定住化人類の情報は乏しい。ハッサンケイフ遺跡はこのギャップを埋める遺跡である。この研究では、基礎的な
人骨情報を集積すると同時に、歯牙を中心とした健康情報と歯石中のデンプン粒の検出、人骨コラーゲンの安定
同位体分析を組み合わせ、時間的・地理的隙間を埋める基礎データを提出できたと考える。今後、現地研究機関
との協力体制のもと、歯石のメタゲノム分析や古DNA分析などの研究への発展展開を期待する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
トルコのアナトリア高原はいわゆる「肥沃な三日月地帯(レバント地域)」に隣接し、チグリス・

ユーフラテス川の上流かつ水源地帯である。近年、ギョベクリ・テペやネバル・チョリ遺跡など
の新発見により、新石器アナトリア地域が、新石器化にともなう人類史の生業活動革命(定住化
とその後の農耕・家畜化）の初源地として、一躍注目されてきている。 
本研究は、チグリス川上流の新石器時代遺跡（ハッサンケイフ遺跡）を対象遺跡としている。

2009 年にトルコ隊が発掘し、引き続き筑波大学隊（2012-17 基盤 A 海外学術研究 代表 三宅
裕など）が調査を継続している。これまでに、先土器新石器時代(PPNA)の円形遺構や敷石遺構
が数多く検出されており、年代はおよそ 9500-9000 BC (11,500 – 11,000 BP)、ヤンガー・ドリ
アス期が終焉した後の完新世の温暖開始期に相当する。世界最古の定住化集落の一つ（アナトリ
アで 5 つめ）である。 
これまでの考古学的研究から、アナトリア高原の初期定住集落では、野生ムギ類の利用・強化

から農耕開始へつながっていったとするモデルが否定されている。すなわち、南レバント地域で
は農耕開始前の初期定住化集落においてはムギ類の利用強化が農耕へつながっていったと考え
られているが、北レバント・アナトリア地方ではマメ科植物の利用が中心であった可能性が高い。
アナトリア高原では、石皿・石杵などのいわゆる製粉具とともに、遺存植物として、コムギやオ
オムギは検出されておらず、ピスタチオ、アーモンド、エノキ、ドングリ、レンズマメなどが確
認されている。動物骨からは、中型哺乳類として、ヒツジ、ヤギ、イノシシ、アカシカ、ガゼル
などが見つかっている。イヌ以外に家畜の骨はない。小型動物のキツネやウサギ、またカメも検
出されている。大量の魚や鳥の骨も回収されている（三宅、他、2012）。 
人骨は、1 辺が 10m 近い大型の矩形遺構の壁面近傍や遺構内部と、それ以外の円形遺構の床面

に掘られた2タイプの埋葬からのべ100体
以上の人骨が発見されている。大型の矩形
遺構からは長さ1m40㎝を超える大型の板
石や浮彫装飾の施された板石が見つかっ
ており（図 1）、集合的な慰霊・儀式の施設
であった可能性が考えられている。埋葬人
骨の多くは、体を強く屈曲する屈葬姿勢で
あり 1 次埋葬と思われる。また、少なから
ぬ人骨に、黒色と赤色の顔料によって描か
れた線が認められる。この線がどのように
して残されたのかはまだ解明できていな
いが、類例は近隣２遺跡でも知られてお
り、この地域特有の埋葬行動として貴重な
事例である。 
レバント地域の新石器化過程にかかる遺

跡出土の形質人類学的研究は、主として南レバント（イスラエル）の資料が中心となってきた。
すなわち、アナトリア高原地域を含む北部レバントの遺跡では、より新石器化の進んだ PPNB
期以降の形質人類学的研究が進められている（例えば、チャタル・ホユック遺跡など）ものの、
より初期（PPNA 期）については、研究が乏しい。 
 
２．研究の目的 
本遺跡の重要性を鑑み、豊富な出土人骨よりアナトリア高原初期定住化集団の骨考古学統合ア

プローチの着想にいたった。古人骨から得られる情報として、歯冠計測値・古 DNA 情報による
系統関係に加え、食性や周辺環境との関連を探るため、形質人類学的アプローチとしての口腔衛
生指標の調査と、歯石のメタゲノム分析、歯石に含まれるデンプン粒の分析、安定同位体分析を
平行して行うこととした。 

 
３．研究の方法 
形質人類学の基礎データとして、人骨の保存程度や、性別、年齢推定、最小個体数の同定を行

う。食性に関連する指標として、古人骨の歯牙・周辺骨組織の口腔衛生指標を系統的に得ること。
歯石のメタゲノム解析により、口腔内細菌叢を復元し食性との関連を探ること。歯石内に含まれ
る葉緑体 DNA の検出、同定により、食性解明を試みること。残存デンプン粒の検出と、石皿・
石杵に付着している残存デンプン粒の比較、植物同定を行うこと。人骨の安定同位体を分析し食
性にアプローチすること。以上を実行しこれらの結果を、発掘調査成果である植物遺存体の同定
結果や動物骨の分析結果と比較することにより、同遺跡の食性復元について多角的なアプロー
チを目指す。 
集団構造・系統関係復元に関しては、埋葬位置・状況（合葬、着色の有無）との関連に興味が

持たれる。2～3 体の合葬墓と単体での埋葬墓、慰霊施設と思しき矩形遺構に伴う墓とそれ以外
の円形遺構の床下埋葬墓との関連について、出土人骨の歯牙計測値による近縁関係(血縁度)の分
析をとともに、複数個体の出土人骨にたいし発掘現場での in situ サンプリングを行い、コンタ
ミネーションをできるだけ排除した状態で、ミトゲノム解析（ミトコンドリア DNA 全塩基配列
決定）を行い、古人骨 DNA の復元を目指す。 



 
４．研究成果 

PPNA 期人骨の同定、整理の結果、最小個
体数は 124 個体であった。年齢別には、成
人 66 個体、未成人 58 個体、性別は、男性
35 体、女性 28 個体であった。骨の部位ごと
に、半分以上の部位が残存する割合をカウン
ト(%WPB)すると、成人(adult)よりも、青年
(subadult)や思春期(juvenile)の方が、保存
がよい（図 2）。これは、未成年個体がより
丁寧に埋葬された（赤、黒の着色あり）こと
と関連するだろう。 
歯の咬耗程度と骨盤・肋骨の年齢指標を組わせ

て、15 歳から 40 歳または 45 歳までの 5 歳刻みの
生命表を作成し、平均寿命を算出した（図 3）。平均
寿命は 27 歳 or 30 歳となり、既出の新石器時代標
本の推定平均寿命とほぼ変わらない値となった。 
口腔指標としては、年齢の割に咬耗が強いこと。

齲歯がほぼないこと(0.33%)。歯冠の部分欠損が比
較的多く (25.9%) 、カップ状の大臼歯 (cupped 
teeth)(55.2%)も多く、エナメル質減形成(LEH)が南
レバントの新石器時代人と同程度に多い(59.3%)こ
とがあげられる。また、歯を道具として使用した痕
跡があり、斜め咬耗を示す個体が多く(40.5%)、前歯の咬合
面に溝状の特殊摩耗や、舌側面の摩耗痕(LSAMAT)を示す
個体もあった（図４）。 
また、歯石付着は前歯部に多く、個体の割合は南レバント

の続旧石器時代人と新石器時代人の中間の値を示した
(43.4%)。歯石をサンプルした 14 個体中 5 個体からデンプ
ン粒が検出され、イネ科のものではないかと予想された（図
5）。植物遺存体の観察結果から考えると、このイネ科植物
は野生種と考えられるが、カップ状の大臼歯咬耗が多いこ
とを考えると、これらの野生イネ科植物を採集し、石臼で
粉化して調理していたことが考えられる。歯石サン
プルのメタゲノム解析は、方法を確立し、日本人サ
ンプルで応用できることを確認した(Sawafuji et al., 
2019)が、本サンプルでの分析は結果がまだ出ていな
い。 
人骨の炭素・窒素安定同位体比分析では、食性とし

て、陸上性動植物を主体としながら、個体の中には
淡水性資源（淡水魚など）を摂取していたことがわ
かり、その変異が、埋葬遺構や埋葬時期によって異
なる可能性が示唆された（図６, Itahashi et al., 
2017）。 
人骨サンプルの DNA 分析は、分析サンプル

の国外持ち出し許可がうまく得られず、実行で
きずじまいであったが、トルコ国内での人骨研
究拠点（ハジェテペ大学）との共同研究体制を
確立できたので、今後、再度調整する予定であ
る。 
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